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1. はじめに
現在，世界的なグローバル化により，日本国内でも多
言語間コミュニケーションの機会が増加している．しか
し，在日外国人や訪日外国人の中には，日本語を理解で
きない人が多数存在している [1]．一般に母語以外の言
語によるコミュニケーションは困難である [2]．このた
め，正確なコミュニケーションが求められる分野の支援
には，用例を正確に多言語へと翻訳した多言語コーパス
である「用例対訳」が利用されている [3, 4]．
我々は正確性が求められる医療分野の用例対訳の収
集，共有を目的とした，多言語用例対訳共有システム
TackPadの開発を行っている [5]．しかし，用例対訳に
は各言語間で一対一に対応しない言葉の組み合わせが存
在している．また，使用する相手やニュアンスの違いに
よって同じ意味の複数の言葉が存在する場合も多い．こ
のような多言語間の言葉の多様性への対応が求められて
いるが，単純な用例間の意味のつながり情報のみでは対
応することができない．そこで本稿では，一対多，多対
多の関係にある用例対訳に対応するために，メタデータ
を利用したデータ構造を提案する．本稿では，メタ用例
ノード作成手法と用例対訳への適用評価について述べる．

2. 多言語用例対訳データ構造
2.1 多言語用例対訳の一対多，多対多における問題点
本稿で提案する多言語用例対訳のデータ構造は，一対
多，多対多の関係性を持つ用例対訳を，多言語対応シス
テムで利用可能にするために用いる．用例対訳の例を図 1
に示す．図 1中の四角で囲まれた文字は用例を示す．ま
た，二重線は用例作成者が同一意味と判定したことを示
す．本稿では，図 1中の二重線を「用例間リンク」とす
る．図 1では，一つの韓国朝鮮語の用例に，複数の日本
語の用例が「用例間リンク」で結合されている．仮に，
この状態の用例対訳を多言語対応システムに提供した場
合，複数の日本語が含まれているため，用例対訳の利用
を簡単に行うことができない．
そこで，本稿ではシステムが自動で，同一意味の用例
対訳であることを意味するメタノードの作成 (図 1中の
黒丸)を行う．本稿では「メタ用例ノード」とする．メ
タ用例ノードは次の条件を満たしている．
• メタ用例ノードは同じ意味の多言語用例を含む
• 一つのメタ用例ノードには，同一言語の用例が複数
含まれない

このため，メタ用例ノードを作成することで，同一言語
の用例が含まれない用例対訳を提供することができる．
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図 1: 多言語用例対訳のデータ構造例

2.2 メタ用例ノード作成手法
本節では，用例作成者が用例αと用例βの間に用例間

リンクを作成した時を例に，システムが行うメタ用例
ノードの作成について述べる．本手法は次の手順で行う．
(1) 用例αと用例βが元々持っている，「用例間リンク群」
をそれぞれ抽出する．用例αの「用例間リンク群」
と用例βの「用例間リンク群」の間で重複していた
用例を選ぶ．本稿では重複していた用例群を「重複
用例群」とする．

(2) 重複用例が 1つもない場合は，(7)-(a)の処理を行う．
(3) 用例α，用例βからつながっている，「メタ用例ノー
ド群」をそれぞれ抽出する．

(4) 用例αの「メタ用例ノード群」の，各メタ用例ノー
ドに対して，下記の操作を行う．
(a) (3)で抽出した「メタ用例ノード」に含まれる
各用例が，(1)で抽出した「重複用例群」に含
まれているかどうかを調べる．

(b) すべての用例が用例α，もしくは，「重複用例
群」に含まれる用例であった場合，走査してい
た「メタ用例ノード」に用例βを追加する．

(5) 用例βの「メタ用例ノード群」についても，(4)と
同様の操作を行う．

(6) (4)または (5)で「メタ用例ノード」へ用例の追加
が行われていた場合，下記の操作を行う．
(a) 用例の追加が行われた「メタ用例ノード」間で，
完全に一致する用例群を持つものができていた
場合，それらの「メタ用例ノード」を統合する．

(b) 「メタ用例ノード」に追加された用例を，「重複
用例群」から削除する．

(7) この時点での「重複用例群」の数に合わせて，下記
の操作を行う．
(a) 「重複用例群」の数が 0個の場合，かつ， (4)
または (5)で「メタ用例ノード」への用例の追
加が行われていない場合，用例αと用例βを
新規の「メタ用例ノード」に追加する．
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図 2: 多言語用例対訳の結合例

(b) 「重複用例群」の数が 1 個以上の場合，「重複
用例群」間で「用例間リンク」が存在している
かを調べる．存在している場合，用例α，用例
βと「重複用例群」の用例を新規の「メタ用例
ノード」に追加する．存在していない場合，用
例α，用例βと「重複用例群」の用例それぞれ
を新規の「メタ用例ノード」に追加する．

2.3 メタ用例ノード作成手法の網羅性
本節では，メタ用例ノード作成手法の網羅性について
議論する．多言語用例対訳の結合例を図 2に示す．図 2
中の二重破線は新規作成された用例間リンクを，二重実
線はすでに作成されていた用例間リンクを示す．
用例間リンクによる結合の形は，図 2-(A)と図 2-(B)
が基本形となり，複雑な用例間リンクが存在した場合も，
この二つを組み合わせた形となる．例えば，図 2-(A’)で
は，用例αと用例δ，用例βと用例γの間に用例間リンク
がないため，メタ用例ノード作成に関係する用例は用例
αと用例βのみとなる．このため，図 2-(A’)は図 2-(A)
へ帰着する．また，図 2-(B’)も，メタ用例ノード作成に
用例δは関係しないため，図 2-(B)へ帰着する．同様に，
図 2-(B”)は用例α，β，γの組み合わせと，用例α，β，
δの組み合わせそれぞれが図 2-(B)へ帰着する．このよ
うに，用例間リンクのパターンは図 2-(A)と図 2-(B)に
帰着する．なお，図 2-(A)は，前節のメタ用例ノード作
成手法の (7)-(a)の処理に当たる．また，図 2-(B)中の
γは，メタ用例ノード作成手法の「重複用例群」に当た
る．これらのことから，メタ用例ノード作成手法はすべ
てのパターンの用例間リンクを網羅している．

3. 多言語用例対訳共有システムへの適用
多言語用例対訳データ構造を，多言語用例対訳共有
システム TackPad で収集済みの用例対訳に適用した．
TackPadの収集言語は日本語，英語，中国語，韓国朝鮮
語，ポルトガル語，スペイン語，ベトナム語，タイ語，
インドネシア語の 9 言語である．収集済みの用例数は
14,487件，用例間リンク数は 18,285件であった．
メタ用例ノードに結合された用例数を表 1に示す．3
つもしくは 4つの用例が結合したメタ用例ノードが少な
いという結果になった．これは，用例の新規作成を伴わ
ない用例間リンク作成機能の提供を，現時点で行ってい

表 1: メタ用例ノードに結合された用例数
結合された用例数 メタ用例ノード数

2 1399
3 37
4 75
5 4317
合計 5828

( 英語 )
I have a rash.

( 中国語 )

( 日本語 )
かぶれています。

( 韓国朝鮮語 )

( ポルトガル語 )
Tenho erupções na pele.

( ポルトガル語 )
Já fiquei com erupções na pele.

( 日本語 )
蕁麻疹が出ました。

( 中国語 )

( 日本語 )
かぶれました。

( 韓国朝鮮語 )

( ポルトガル語 )
Fiquei com urticárias.

( 韓国朝鮮語 )

図 3: 作成されたメタ用例ノードの例

ないためであると考えられる．また，5つの用例が結合
したメタ用例ノードが一番多いという結果になった．こ
れは，収集済みの用例のうち，1万件あまりの用例はあ
らかじめ用意した用例対訳をデータベースに直接挿入し
ていることが影響していると考えられる．
作成されたメタ用例ノードの一例を図 3に示す．この

用例対訳群は，英語 1用例，中国語 2用例，日本語，韓
国朝鮮語，ポルトガル語が各 3用例が結合されていた．
図 3 の下のメタ用例ノードには病名が含まれた用例が
結合されている．また，上の二つのメタ用例ノードには
ニュアンスが多少異なる症状の用例が結合されており，
メタ用例ノードによる分類を行えていることが分かる．

4. おわりに
本稿では，多対多の関係性を持つ多言語用例対訳の

データ構造の提案と，その構築手法について述べた．今
後は，実システム上での継続的な運用と，メタ用例ノー
ドで結合された用例対訳の提供を行う．
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